
坂東市監査委員告示第３号  

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項の規定に基づき、

監査を執行したので、同条第９項の規定により、その結果を公表する。  

 

   令和７年３月２７日  

 

                  坂東市監査委員  神戸 俊裕  

                      同     眞喜志 修  

 



令 和 ６ 年 度

定 期 監 査 結 果 報 告 書

坂 東 市 監 査 委 員



　　　令和６年度定期監査結果総括

１　監査の対象・期日等

実施期日

総 務 部 総 務 課  9 月 26 日 神戸　俊裕 林　　順藏

管 財 課  8 月  6 日 神戸　俊裕 林　　順藏

交 通 防 災 課  8 月  6 日 神戸　俊裕 林　　順藏

収 納 課  7 月 18 日 神戸　俊裕 林　　順藏

企 画 部 企 画 課 10 月 11 日 神戸　俊裕 林　　順藏

市 民 協 働 課  7 月 18 日 神戸　俊裕 林　　順藏

特 定 事 業 推 進 課  2 月 13 日 神戸　俊裕 眞喜志　修

市民生活部 市 民 課 10 月 11 日 神戸　俊裕 林　　順藏

保 険 年 金 課  7 月 18 日 神戸　俊裕 林　　順藏

生 活 環 境 課 10 月 11 日 神戸　俊裕 林　　順藏

保健福祉部 社 会 福 祉 課  7 月 18 日 神戸　俊裕 林　　順藏

こ ど も 課  8 月  6 日 神戸　俊裕 林　　順藏

介 護 福 祉 課 11 月 19 日 林　　順藏

健 康 づ く り 推 進 課 12 月 26 日 神戸　俊裕 眞喜志　修

産業経済部 農 業 政 策 課  2 月 13 日 神戸　俊裕 眞喜志　修

商 工 観 光 課  2 月 13 日 神戸　俊裕 眞喜志　修

都市建設部 道 路 管 理 課 11 月 19 日 林　　順藏

道 路 建 設 課  11 月 19 日 林　　順藏

都 市 整 備 課  2 月 27 日 神戸　俊裕 眞喜志　修

上下水道部 水 道 課 10 月 30 日 神戸　俊裕 林　　順藏

下 水 道 課 11 月 28 日 神戸　俊裕 林　　順藏

教育委員会 学 校 教 育 課 10 月 11 日 神戸　俊裕 林　　順藏

（給食センター含まず）

生 涯 学 習 課  1 月 30 日 神戸　俊裕 眞喜志　修

(岩井・猿島公民館含む)

ス ポ ー ツ 振 興 課  2 月 13 日 神戸　俊裕 眞喜志　修

指 導 課 11 月 28 日 神戸　俊裕 林　　順藏

図 書 館 ・ 資 料 館 11 月 19 日 林　　順藏

学 校 等 七 重 小 学 校

弓 馬 田 小 学 校

中 川 小 学 校

内 野 山 小 学 校

東 中 学 校

南 中 学 校

監査執行者監　査　対　象

（ 認 定 こ ど も 園 含 む ）

　事務局で監査資料・諸帳簿
のみの監査を実施

6月3日から
7月30日まで
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２ 監査の場所 

  坂東市役所会議室  

 

３ 監査の方法 

  令和６年度監査等実施計画及び実施要領に基づき、財務に関する事務の

執行及び経営に係る事業の管理が、適正かつ効率的に行われているかにつ

いて監査を執行した。  

  自治体の監査に関しては、近年「内部統制」の整備・運用の重要性が叫

ばれている状況にある。このため、本年度も財務監査以前の問題として、

公文書の取扱いという観点を含めての監査とした。  

  執行に当たっては、事前に監査対象課等から定期監査資料、関係書類及

び諸帳簿類の提出を求め、補助職員をもって予備調査を実施させた。  

  なお、時間外勤務状況及び休暇取得状況については、前年度分を監査対

象とした。  

  本監査においては、担当課長等の出席を求め、資料に基づき事務事業の

執行状況及び予算執行状況についての説明を受け、これに対する質疑を行

うことで監査の執行とした。監査の結果、指摘・意見等があるものについ

ては通知し、改善・是正を求めた。  

  また、小中学校の一部にあっては、補助職員に監査資料・諸帳簿等の監

査を実施させた。  

   

４ 監査結果の概要 

  財務に関する事務の執行については、依然として帳票類の一部に事務処

理上の軽微な誤りは散見されるが、指摘又は指導すべき事項等の件数は

年々減少し、概ね適正であると認められた。しかし、昨年度に引き続き、

現金取扱の事務については、会計課への納入に遅れが生じているものが見

られた。再度「坂東市公金外現金取扱基準」及び「坂東市現金取扱事務処

理マニュアル」を確認し、事務に当たられたい。 

  公文書の取扱いでは、申請書等の受理文書に受付印の押印がないものや、

決裁処理がされていないものが依然として見られたが、昨年度と比較する
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と、指摘の件数は減少傾向にあると思われる。引き続き、基本的な公文書

の取扱いについて留意願いたい。  

  契約事務では、契約事務チェックリスト作成を徹底して指導してきたこ

とにより、書類作成の不備や提出の漏れ等は以前より減少しており、改善

されているものと思われる。しかし、依然として書類作成上の記載誤りな

ど、軽微な事務処理の誤りは多く見られた。今後も、市契約規則及び事務

処理説明会資料等の各種マニュアルに基づき正確に処理するとともに、複

数人でのチェック体制の確立をお願いしたい。  

 補助金等交付事務では、市補助金交付要綱及び個別の補助金交付要綱に

基づき書類が整備されており、概ね適正に処理されていると認めた。しか

し一部の補助事業においては、事業変更による変更申請書の提出漏れや実

績報告書の提出遅延などが見られたため、補助対象者への書類等作成の指

導及び補助金交付の趣旨説明をする必要がある。補助金の原資は税金であ

ることを再認識し、支出の根拠や金額についても、より公平で透明性の高

いものにするために書類等を整備され、健全な補助事業に当たられたい。 

  時間外勤務と休暇取得状況については、全体的に改善が見られたが、同

じ課の中でも、一部の職員の時間外勤務が多くなるなど、偏りが見られた。

休暇の取得についても同様で、全体的に休暇の取得率は向上したが、部署

によって状況にばらつきが見られた。管理職には、一部の特定の職員に過

度な負担がかからないよう、所属部署内の業務配分には細心の注意を払い、

効率的な業務遂行に心掛けられたい。また、休職となっている職員が数人

みられるが、坂東市人材育成基本方針に基づき、意欲を持って働くことの

できる職場環境づくりに、管理職を中心として組織全体で取り組みをされ

たい。  

  全体を通し、前回と同様の指摘を受ける課も一部見られたが、多くの課

では前年度の指摘事項等を共有し改善が図られていた。業務量の増加や職

員不足などの負の要因も多いと思われるが、管理職のリーダーシップと人

員個々の創意工夫において改善されたい。  

  以上、監査結果を報告する。  

  本市は、令和７年３月で坂東市誕生２０周年を迎え、新規工業団地整備
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や坂東ＰＡハイウェイ・オアシス事業など未来へつながる事業を推進して

いる。また、学校給食の無償化や地籍調査事業の推進、医療・介護・予防・

見守り等の地域で支える体制づくりの構築などに取り組んでいる。  

国内では、地震や豪雨などの自然災害、記録的猛暑などによる異常気象

や長引くエネルギー価格及び食材等の高騰により、市民生活はもちろんの

こと、施設の維持管理や学校運営等の市政運営にも大きな影響を与えてい

る。 

  このような状況下で、経済対策などを持続的に進めると同時に、坂東市

公共施設長寿命化計画に基づく老朽化した公共施設の計画的な更新や、ば

んどう未来ビジョン第２期戦略プランに基づく重点施策を推進していか

なければならないなど、さらに厳しい状況が続くと予想される。  

引き続き既成概念に捉われない新たな視点で、徹底した事務事業の見直

しと自主財源の確保を念頭に、費用対効果に留意しながら適切かつ迅速な

予算執行を心掛け、法令等に基づく事務処理の正確性・効率性の確保を図

られるよう要望するものである。  


